
デジタル教
きょう

科
か

書
しょ

・教
きょう

材
ざい

社社
し ゃし ゃ

会会
か いか い

科科
かか

  中中
ち ゅ うち ゅ う

学学
が くが く

生生
せ いせ い

のの歴歴
れ きれ き

史史
しし

ここでは、各
かく

科
か

目
もく

オリジナルのアイコンの内
ない

容
よう

について説
せつ

明
めい

しています。
画
が

面
めん

の基
き

本
ほん

的
てき

な操
そう

作
さ

については、デジタル教
きょう

科
か

書
しょ

の「？（ヘルプ）」アイコンで説
せつ

明
めい

しています。

科
か

目
も く

別
べ つ

使
つ か

い方
か た

ガイド
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❶タイムトラベル

❻世
せ

界
か い

全
ぜ ん

図
ず

❼一
いち

枚
まい

で見
み

る日
にっ

本
ぽん

列
れっ

島
とう

🅐ツールバーの　　　アイコンから使
つ か

えるコンテンツ

❷タイムトラベル名
め い

探
た ん

偵
て い

！

❸歴
れ き

史
し

年
ね ん

表
ぴょう

❹コンテンツ一
い ち

覧
ら ん

時
じ

代
だい

の特
とく

徴
ちょう

を示
しめ

したイラストから、時
じ

代
だい

のイメージを視
し

覚
かく

的
てき

にとらえることができます。２つの時
じ

代
だい

を比
ひ

較
かく

したり、クイズに挑
ちょう

戦
せん

したり、個
こ

々
こ

の
場
ば

面
めん

の解
かい

説
せつ

を見
み

たりすることで、各
かく

時
じ

代
だい

の特
とく

色
しょく

を理
り

解
かい

できます。

収
しゅう

録
ろく

コンテンツを単
たん

元
げん

別
べつ

に整
せい

理
り

しており、一
いち

覧
らん

で確
かく

認
にん

できます。

行
ぎょう

政
せい

／地
ち

勢
せい

／衛
えい

星
せい

画
が

像
ぞう

／気
き

候
こう

／白
はく

地
ち

図
ず

の5
種
しゅ

類
るい

の世
せ

界
かい

地
ち

図
ず

を表
ひょう

示
じ

できます。
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

のシルエットをうごかせる面
めん

積
せき

比
ひ

較
かく

、
距
きょ

離
り

の計
けい

測
そく

、白
はく

地
ち

図
ず

への切
き

り替
か

えができます。

教
きょう

科
か

書
しょ

の巻
かん

末
まつ

に収
しゅう

録
ろく

している年
ねん

表
ぴょう

を表
ひょう

示
じ

しま
す。テーマごとの表

ひょう
示
じ

もできます。 

教
きょう

科
か

書
し ょ

紙
し

面
め ん

上
じょう

のアイコンから使
つ か

えるコンテンツは次
つ ぎ

のページの●🅑へ 

紙
し

面
めん

上
じょう

の図
ず

版
はん

や写
しゃ

真
しん

をタップ
すると、拡

かく
大
だい

表
ひょう

示
じ

できます。
（別

べつ
タブで開

ひら
きます） 

ガイド
本
ほん

冊
さっ

子
し

です。

授
じ ゅ

業
ぎょう

支
し

援
え ん

ツール
指
し

導
どう

者
しゃ

用
よう

のみ使
し

用
よう

できる機
き

能
のう

で
す。先

せん
生
せい

方
がた

は、●🅓の説
せつ

明
めい

と使
つか

い
方
かた

をご覧
らん

ください。

学
が く

習
しゅう

ツール
●🅒の説

せつ
明
めい

と使
つか

い方
かた

をご覧
らん

ください。

❺動
ど う

画
が

一
い ち

覧
ら ん

歴
れき

史
し

に関
かん

係
けい

する１～５分
ふん

の動
どう

画
が

を一
いち

覧
らん

で確
かく

認
にん

できます。

※QRコードは(株
かぶ

)デンソーウェーブの登
とう

録
ろく

商
しょう

標
ひょう

です。

次
つ ぎ

の場
ば

面
め ん

を探
さ が

してみよう！ 時
じ

代
だ い

を眺
な が

めてみよう時
じ

代
だ い

を比
ひ

較
か く

してみよう
NEW NEW

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の「タイムトラベル⑧」イラストを３D復
ふく

元
げん

。４つのエリアにおいて、人
じん

物
ぶつ

に話
はな

しかけたり、資
し

料
りょう

を獲
かく

得
とく

したり、ミッションに挑
ちょう

戦
せん

したり
することで、江

え
戸
ど

時
じ

代
だい

を没
ぼつ

入
にゅう

感
かん

を味
あじ

わいながら、楽
たの

しく学
まな

べます。
※ご活

かつ
用
よう

には、ワークシートのダウンロードが必
ひつ

要
よう

です。

メニューバー

その他
ほか

、下
か

記
き

コンテンツも収
しゅう

録
ろく

しています。
⑧QRコンテンツ
　 教

きょう
科
か

書
しょ

に掲
けい

載
さい

されているQRコード※コンテンツの
トップページを開

ひら
きます。

⑨カウントダウンタイマー
　 作

さ
業
ぎょう

や話
はな

し合
あ

い活
かつ

動
どう

で使
し

用
よう

できるカウントダウンタ
イマーを起

き
動
どう

します。
⑩まぶしさ軽

けい
減
げん

　紙
し

面
めん

のまぶしさを軽
けい

減
げん

します。

バインダーへ移
い

動
ど う

する
ビューアからバインダーへ移

い
動
どう

します。

超
ちょう

しおり
書
か

き込
こ

み情
じょう

報
ほう

と拡
かく

大
だい

率
りつ

を保
ほ

存
ぞん

したり、しおりを
つけたページへ移

い
動
どう

したりします。
学
ま な

びコネクト
●🅒の説

せつ
明
めい

と使
つか

い方
かた

をご覧
らん

ください。

前
ま え

のページにもどる
ひとつ前

まえ
に表

ひょう
示
じ

していたページにもどります。

ヘルプ
主
おも

なビューアのアイコンの機
き

能
のう

を確
かく

認
にん

できます。

設
せ っ

定
て い

さまざまな設
せっ

定
てい

メニューを開
ひら

くことができます。
よく使

つか
うのは、下

か
記
き

のメニューです。

・ツールバー位
い

置
ち

のきりかえ…左
さ

右
ゆう

/上
じょう

部
ぶ

へ位
い

置
ち

を変
へん

更
こう

・ツールバー設
せっ

定
てい

…アイコンの数
かず

・順
じゅん

番
ばん

を変
へん

更
こう

・表
ひょう

示
じ

のきりかえ… アイコン・書
か

き込
こ

み等
など

の表
ひょう

示
じ

/非
ひ

表
ひょう

示
じ

をきりかえ
・本

ほん
棚
だな

へ戻
もど

る…現
げん

在
ざい

開
ひら

いている教
きょう

材
ざい

を閉
と

じて、もどる

メニュー（コンテンツメニュー）
オリジナルのコンテンツに素

す
早
ばや

くアクセスできます。
具
ぐ

体
たい

的
てき

な使
つか

い方
かた

は、本
ほん

ページの右
みぎ

エリアをご覧
らん

くださ
い。



🅑教
きょう

科
か

書
し ょ

紙
し

面
め ん

上
じょう

のアイコンから
使
つ か

えるコンテンツ

令和７年作成 ©帝国書院※QRコードは(株
かぶ

)デンソーウェーブの登
とう

録
ろく

商
しょう

標
ひょう

です。

❶タイムトラベル

❹レイヤー切
き

り替
か

え

❼ 動
ど う

画
が

⓫ここに注
ちゅう

目
も く

❺スライダー

⓬拡
か く

大
だ い

表
ひょう

示
じ

（教
きょう

科
か

書
し ょ

外
が い

図
ず

版
は ん

）

❽アニメーション ❾スライドショー

❻巻
ま き

物
も の

⓮NHK for Schoolリンク

❿並
へ い

列
れ つ

表
ひょう

示
じ

⓭拡
か く

大
だ い

表
ひょう

示
じ

（教
きょう

科
か

書
し ょ

内
な い

図
ず

版
は ん

）

❷歴
れ き

史
し

年
ね ん

表
ぴょう

❸QRコンテンツ

●🅐‒●❶「タイムトラベル」と同
おな

じ機
き

能
のう

です。 

スライダーで図
ず

の表
ひょう

示
じ

範
はん

囲
い

を動
うご

かせます。 教
きょう

科
か

書
しょ

のページでは切
き

り取
と

られた部
ぶ

分
ぶん

も含
ふく

めて、資
し

料
りょう

を表
ひょう

示
じ

できます。 

教
きょう

科
か

書
しょ

外
がい

の図
ず

版
はん

資
し

料
りょう

を表
ひょう

示
じ

します。 

教
きょう

科
か

書
しょ

内
ない

図
ず

版
はん

を中
ちゅう

心
しん

に関
かん

連
れん

する図
ず

版
はん

を並
なら

べて表
ひょう

示
じ

します。 複
ふく

数
すう

の図
ず

で解
かい

説
せつ

する資
し

料
りょう

を表
ひょう

示
じ

します。 

NHK for Schoolの動
どう

画
が

へ遷
せん

移
い

します。 

図
ず

版
はん

の項
こう

目
もく

を選
せん

択
たく

して表
ひょう

示
じ

できます。 

1～5分
ふん

の動
どう

画
が

を観
み

ることができます（全
ぜん

47本
ほん

）。 

資
し

料
りょう

の注
ちゅう

目
もく

すべきポイントを示
しめ

します。 

表
ひょう

示
じ

項
こう

目
もく

を選
せん

択
たく

 

スライダー

教
きょう

科
か

書
しょ

ページの図
ず

はこの範
はん

囲
い

 

巻
まき

物
もの

コンテンツをみると、もっとたくさんの人
ひと

が描
えが

かれている！ 

教
きょう

科
か

書
しょ

に掲
けい

載
さい

されているQRコード※のコンテンツへ遷
せん

移
い

します。 
教
きょう

科
か

書
しょ

に掲
けい

載
さい

している年
ねん

表
ぴょう

を表
ひょう

示
じ

します。 

図
ず

や文
ぶん

章
しょう

だけでは理
り

解
かい

が難
むずか

しい内
ない

容
よう

について、解
かい

説
せつ

アニメーションなどを観
み

ることができます。

前
ぜん

後
ご

のページに登
とう

場
じょう

した教
きょう

科
か

書
しょ

内
ない

図
ず

版
はん

資
し

料
りょう

を表
ひょう

示
じ

します。 



まとめも

超
ちょう

紙
し

面
め ん

学
ま な

びコネクト 🅒学
が く

習
しゅう

ツール
　※令

れ い

和
わ

７年
ね ん

度
ど

版
ば ん

 新
し ん

機
き

能
の う
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教
きょう

科
か

書
しょ

本
ほん

文
ぶん

をなぞったり、キーボード入
にゅう

力
りょく

をしたりしてカードを作
さく

成
せい

し、自
じ

分
ぶん

の答
こた

えを思
し

考
こう

ツール上
じょう

で整
せい

理
り

できます。
下
か

記
き

の５ステップでまとめることができます。

アイコン（赤
あか

枠
わく

）をクリックし、テキストを入
にゅう

力
りょく

するま
たは紙

し
面
めん

をなぞって用
よう

語
ご

を収
しゅう

集
しゅう

し、「カードBOXに追
つい

加
か

」（青
あお

枠
わく

）をクリックし、追
つい

加
か

します。

アイコン（赤
あか

枠
わく

）をクリックし、まとめ画
が

面
めん

へ遷
せん

移
い

しま
す。

問
と

いの解
かい

答
とう

に必
ひつ

要
よう

なカードにチェックをつけ、カード
を配

はい
置
ち

します。
問
と

いの解
かい

答
とう

に適
てき

するテンプレートを選
せん

択
たく

します。

思
し

考
こう

ツール上
じょう

で、カードを並
なら

べたり、色
いろ

分
わ

けしたり、
矢
や

印
じるし

でつないだり、スタンプを押
お

したりして、考
かんが

えを
まとめます。

❸の左
ひだり

下
した

にある「ヒント」をクリックすると、教
きょう

科
か

書
しょ

の
太
ふと

字
じ

が表
ひょう

示
じ

されるため、カードの作
さく

成
せい

に役
やく

立
だ

ちます。 

学
がく

習
しゅう

要
よう

素
そ

ワード（紙
し

面
めん

タイトル・重
じゅう

要
よう

語
ご

句
く

）を検
けん

索
さく

すると、関
かん

連
れん

した教
きょう

科
か

書
しょ

紙
し

面
めん

やコンテンツが自
じ

動
どう

で抽
ちゅう

出
しゅつ

され、閲
えつ

覧
らん

できます。
※連

れん
携
けい
するすべての教

きょう
材
ざい
の購

こう
入
にゅう
が必

ひつ
要
よう
です。

※コンテンツ表
ひょう
示
じ
はデジタル教

きょう
科
か
書
しょ
＋教

きょう
材
ざい
セットを購

こう
入
にゅう
した場

ば
合
あい
のみ表

ひょう
示
じ
されます。

※クラウド版
ばん
のみ利

り
用
よう
可
か
能
のう
です。

▲地
ち

図
ず

帳
ちょう

p.109-110 近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

の歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

・観
かん

光
こう

▲歴
れき

史
し

的
てき

分
ぶん

野
や

p.42■3平
へい

城
じょう

京
きょう

◀地
ち

理
り

的
てき

分
ぶん

野
や

p.208-209
　古

こ
都
と

京
きょう

都
と

・奈
な

良
ら

と歴
れき

史
し

的
てき

景
けい

観
かん

の
　保

ほ
全
ぜん

地
ち

理
り

地
ち

図
ず

帳
ちょう

歴
れき

史
し

例
たと

えば、地
ち

理
り

的
てき

分
ぶん

野
や

で歴
れき

史
し

的
てき

景
けい

観
かん

の保
ほ

全
ぜん

について学
がく

習
しゅう

する
際
さい

に、地
ち

図
ず

帳
ちょう

の歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

・
観
かん

光
こう

に関
かん

する地
ち

図
ず

や、歴
れき

史
し

的
てき

分
ぶん

野
や

の関
かん

連
れん

資
し

料
りょう

を調
しら

べること
ができます。

1人
り

1台
だい

端
たん

末
まつ

での利
り

活
かつ

用
よう

に特
とっ

化
か

した紙
し

面
めん

表
ひょう

示
じ

形
けい

式
しき

です。紙
かみ

の教
きょう

科
か

書
しょ

のレイアウトにとらわれず、見
み

開
ひら

きの内
ない

容
よう

を見
み

やすく表
ひょう

示
じ

できます。
本
ほん

文
ぶん

エリアをスクロールすると、表
ひょう

示
じ

されている本
ほん

文
ぶん

に対
たい

応
おう

した資
し

料
りょう

が資
し

料
りょう

エリアに自
じ

動
どう

で表
ひょう

示
じ

されます。

資
し

料
りょう

エリア 本
ほん

文
ぶん

エリア

本
ほん

文
ぶん

をスクロール
すると資

し
料
りょう

が切
き

り
替
か

わります。

【資
し

料
りょう

の切
き

り替
か

わりについて】
教
きょう

科
か

書
しょ

内
ない

の資
し

料
りょう

リンク掲
けい

載
さい

箇
か

所
しょ
（右

みぎ
図
ず

参
さん

照
しょう

）を目
め

安
やす

に、資
し

料
りょう

が切
き

り替
か

わ
ります。資

し
料
りょう

リンクに掲
けい

載
さい

のない資
し

料
りょう

やコラムは、本
ほん

文
ぶん

終
しゅう

了
りょう

後
ご

、まと
めて収

しゅう
録
ろく

しております。なお、本
ほん

文
ぶん

エリアをスクロールしただけでは
資
し

料
りょう

が表
ひょう

示
じ

されにくい場
ば

合
あい

は、資
し

料
りょう

エリアの◯を押
お

すことで対
たい

応
おう

する
本
ほん

文
ぶん

を表
ひょう

示
じ

できます。

❶ カード作
さ く

成
せ い ❷ まとめ画

が

面
め ん

へ遷
せ ん

移
い

❸ 配
は い

置
ち

するカードを選
せ ん

択
た く

❹ テンプレートを選
せ ん

択
た く

❺ まとめる 番
ば ん

外
が い

編
へ ん

：ヒント

資
し

料
りょう

リンク 

本
ほん

文
ぶん

のみ表
ひょう

示
じ

できます。
それぞれのコンテンツ
を開

ひら
きます。

○を押
お

すと、
資
し

料
りょう

が切
き

り替
か

わります。

※操
そう

作
さ

でお困
こま

りの際
さい

は、「紙
し

面
めん
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天下泰平の世の中

知識・技能
・ 身分制と農村の様子、産業や交通の発達、文化の広がりをもとに、町人文化が都市を中心に形成されたことや、
各地方の生活文化が生まれたことを理解しているとともに、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効果的
に調べ、まとめている。

思考・判断・表現
・ 産業の発達と文化の担い手の変化に着目し、都市を中心とした経済が形成されていくなかで、日本の文化の空
間的な広がりが生み出され、それを背景として各地方の生活文化が生まれたことや、生産技術の向上や交通の
整備と町人文化の特徴などを、事象を相互に関連づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

・ 身分制と農村の様子、産業や交通の発達、元禄文化について、章の学びと関連づけながら「なぜ江戸時代に産業
や経済が発達したのだろうか」という「節の問い」を主体的に追究しようとしている。

評価規準の具体例

p.134～145第 4章 第 4節

節まとめの問い なぜ江戸時代に産業や経済が発達したのだろうか。

項目 本時の目標 作成したいカード

⑴ 江戸時代のある街道沿いの農村の様子を描いた想像図を
見て、安土桃山時代と比べて、どのような点が変化し、
どのような共通点があったのかを読み取り、疑問があれ
ば追究すべき課題（生徒自身の「単元を貫く問い」）を設定
できる。

⑴ 江戸時代の人口構成の特色と身分制のしくみを理解できる。
⑵ 幕藩体制の確立後、幕府が文治政治へ転換し、朱子学を
重視した理由を考えることができる。

兵農分離  武士  百姓  町人  年貢
五人組  徳川綱吉  文治政治  朱子学

⑴ 江戸時代には、新田開発や農具の発達、肥料の工夫など
により米の収穫量が増えたことを理解できる。
⑵ 各地で商品作物の栽培や特産物の生産が盛んになり、国
内産業が発達した理由を考えることができる。

新田開発  農業技術の発達  特産物

⑴ 江戸時代には、五街道や西廻り航路・東廻り航路などの
交通網が整備されたことを理解できる。
⑵ 交通網の整備が、都市や産業にどのような影響を与えた
かを考えることができる。

五街道  三都  蔵屋敷  天下の台所

⑴ 文学や装飾画などの多彩な分野で、上方を中心に町人文
化が栄えたことを理解できる。
⑵ 上方の町人階層から新たな文化が形成された背景を、当
時の上方の経済的な地位から考えることができる。

元禄文化  井原西鶴  近松門左衛門  
俳諧  松尾芭蕉  浮世絵

指導計画例
※オレンジ色のカード：問いの解答につながる重要語句

タイムトラベル⑧
江戸時代を眺めてみよう0

身分制の下での
暮らし1

安定する社会と
諸産業の発達2

各地を結ぶ
陸の道・海の道3

上方で栄えた
町人の元禄文化4

節のまとめ

節まとめのプロセス
1．はじめに、節まとめの問いに対して自分なりの答えを思考ツールでまとめていくことを示し、学習の見通しをもたせる。
2． 毎時間の整理で、「まとめも」のカード作成機能を活用し、節まとめの問いに関わる必要なカードを作成させ、節まとめの問
いと毎時間のつながりを確認させる。 

3． 毎時間の整理をもとに、「まとめも」のまとめ機能を活用し、節まとめの問いに対して構造化させて自分の答えをまとめていく。
答えをまとめる際、「学びコネクト」の機能を活用することもできる。

4．まとめた思考ツールをもとに、グループまたは学級内で交流させる。
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A評価につながるポイント
・クラゲチャートの各観点（政治のしくみなど）に、原則三つ以上のカードを配置し、表現している。
・ 兵農分離が進んだ結果、人々が生産活動に専念でき、産業や経済が発達したことや、それらの発達が経済的にゆとりをもった
上方の町人を主体とした元禄文化を生み出したことを説明している。
・ 江戸時代に産業や経済が発達した理由と、上方で町人による文化が発達した理由を、「政治のしくみ」「農業生産」「流通」「元禄文
化」の観点に整理し、「原因」「影響」「類似」「差異」の見方・考え方を働かせながら説明している。
これらの条件をすべて満たしていればＡ評価とする。

使用した思考ツールと選定理由
 ・ クラゲチャートを使用する理由は、江戸時代の産業や経済の発展に必要となった背景や条件などを整理し、可視化するためである。
・ 本節では、江戸時代の産業や経済が発達した理由について、各時間に政治のしくみ、農業生産、流通、文化と項目を分けて記
述されており、節のまとめにも教科書の記述を参照しやすく取り組みやすいと考えられる。また、「室町時代とどのように変化
しただろうか」といった補助的な発問を加えることで、権力の重層化や分裂により争いが絶えなかった室町時代と、全国を統一
した政権の誕生による社会の安定や度量衡の統一、交通路の整備といった江戸時代との比較もできる。
・ 次節では、貨幣経済の進展に伴い、幕府の政策も経済の変化に対応させる必要が出てくる。経済の発展は政策の予想を超えて
発展し、生活に浸透していく。それらにより、政治が経済をどのようにコントロールするかという、現代にも通じる課題が生
じる。そのため、本節のまとめで、経済が進展するための条件を生徒たちにとらえさせたい。

歴史的な見方・考え方の着眼点
【時期・年代】　時期　　年代　　　　　　　　　　　【推移】　展開　　変化　　継続　　　
【相互の関連】　背景　　原因　　結果　　影響　　　【比較】　類似　　差異　　特色
・ 兵農分離が進んだ結果、人々が生産活動に専念でき、産業や経済が発達したことを「原因」の観点、それらの発達が、経済的に
ゆとりをもった上方の町人を主体とした元禄文化を生み出したことを「影響」の観点に着目して理解する。
・ 権力の重層化や分裂が起きていた室町時代と、全国を統一した政権が治めた江戸時代を「類似」「差異」の観点に着目して比較し、
社会の安定や度量衡の統一、交通路の整備などについて理解する。

 　 問いの解答につながる重要語句のカードが作成できていない生徒には、「まとめも」のカードBOXの左下にある「ヒント」より
表示される重要語句リストからカードを作成し、まとめを行うように促す。 

支

思考ツールを使った整理と解答例

　江戸時代に産業や経済が発達したのは、全国を統一した江戸幕府が治めることで争いがなくなり、兵農分離が進んだことで、
人々が産業や生産活動に専念することができるようになったからである。江戸幕府は、新田開発や農業技術の発達などで生産性
の向上を図り、各地の特産物の国内生産の奨励にも取り組んだ。農産物や特産物を流通させる交通網を整備したことで、五街道
などでは街道沿いでの売買が行われ、経済が発達した。産業や経済の発達は、経済のゆとりをもった町人を主体とした元禄文化
を生み出すなど文化面にも大きな影響を与えた。

※カードの配色は、各項目に分けて視覚的に整理した
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武家政権の展開と世界の動き
p.105～160

章まとめの問い 全国を統一する政権の誕生によって、社会はどのように変化したのだろうか。

章まとめの問いを考察する観点と留意点
・ 本章では、江戸幕府が誕生し、長期にわたる安定した政権を成立させ、平和な社会を維持させた時代を取り扱う。章まとめの
問いには、三つの社会的事象の歴史的な見方・考え方が働く問いが内包されている。それは「どのようにして全国を統一した政
権は誕生したのだろうか」「全国を統一した政権は、どのような政策を進めたのだろうか」「幕藩体制の確立によって社会はどの
ように変化し、なぜ改革が行われたのだろうか」というものである。またこれらの問いについて考えるうえで、世界とのかかわ
りに着目することも必要である。本章のまとめの問いは、近世という時代の特色をとらえることに直結している問いといえる。
・ 解答例のマイ年表では、この三つの問いに対応した時代のタイトルとして、「①織田信長・豊臣秀吉による全国統一」「②幕藩体
制の確立」「③貨幣経済の広まりと幕府政治の改革」を設定したが、ここには生徒にそれぞれの時代の特色を示す言葉を入れても
らいたい。これにより、近世を大観し、変化に着目しながら歴史的な推移を視覚的にとらえることが容易になる。また、マイ
年表の３分の１程度を「世界の出来事」として分けることで、近世の日本社会の変化における外国からの影響をとらえやすくした。

A評価につながるポイント
・ 原則 30個以上のカードを配置し、政治や生活・社会などの観点で色分けしながら、マイ年表上に表現している。
・ 章まとめの問いに対して、近世の特色を適切に表現した時代区分とそれぞれの時代のタイトルを設定し、教科書などの資料を
活用しながら、わかりやすいデザインで年表を作成している。
・ 解答では、個別の事象間にある因果関係や、背景、年代的な順序などを根拠とし、各節での学びを生かしながら、身分制や社
会の安定、産業・経済の発達などの面から統一政権の誕生による社会の変化を説明している。
これらの条件をすべて満たしていればA評価とする。

マイ年表を使った整理例と解答例
　全国を統一した政権の政策による変化は、大きく分けて三つある。一つ目は、豊臣秀吉の政策によって身分制に基づく社会の
土台がつくられたことである。二つ目は、幕藩体制の確立によって社会が安定したことである。三つ目は、貨幣経済の広まりや
生産力が向上して経済が発展した一方で、新たな課題が生じ、幕府政治の改革がなされたことである。また、盛んだった外交・
貿易が、キリスト教を脅威に感じた江戸幕府によって統制されるようにもなった。
　つまり、全国を統一した政権の政策によって、日本全体を一つの強い権力が支配するしくみが確立され、外国からの影響をコ
ントロールでき、安定した社会が続くようになった。

※マイ年表による整理例は次ページ参照

第 4章 近世
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目標 	 ⑴　		徳川吉宗の享保の改革の特色を理解するとともに、米を中心とする財政改革は、一定の成果はあったが社会の変		
化に十分には対応できなかったことを理解できる。

	 ⑵　	農民の間に格差が生まれた理由を、商品作物と貨幣経済の広まりに着目して考えることができる。

評価規準の具体例

貨幣経済の広まり

評価規準の具体例

知識・技能
・	徳川吉宗の享保の改革は、政治面ではしきたりにとらわれない新しい制度を導入したが、財政面では年
貢米を増やそうとする従来型の改革であったことを理解している。

思考・判断・表現
・	本時の学習課題について、貨幣経済の広まりによる社会の変化に着目し、資料を活用しながら考察し、
適切に表現している。

1 教科書、教科書解説編、授業プリント p.146〜147
見通し・振り返りシート　4章 5節

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

授業展開案

学習内容・学習活動 資料・発問例（   授業スライド） 留意点（〇）・内容のポイント（◆）

節
の
見
通
し

０.　教p.158「学習を
振り返ろう」の年表
を題材にし、「節の問
い」への見通しをもつ。

○江戸時代を通して、社会が大きく
変化していく状況をつかませながら、
本節への関心を高めさせる。
◆人物の名前、改革、打ちこわしや
飢きんなどのキーワードを出させ、
何度も出てきているキーワードは何
か、と問うことで改革に注目させる。
「なぜ何度も改革を行ったのか」と
いう疑問から、「節の問い」につな
げていく。

○「節の見通し」を記入させ、節の
学習の見通しをもたせる。 Wシート

導

　
　
入

１.　「幕領から幕府へ
納められた年貢の量
と米の値段の変動」
を題材にし、本時の
課題をつかむ。

２.　米の値段が大き
く上下した理由を予
想し、学習課題への
見通しをもつ。

○3から年貢の量と米の値段の動き
を読み取らせながら、本時への導入
を図る。Wプリント
○米の値段が安定しなかった理由を
予想させ、享保の改革を行った人物
を調べさせる。

○「学習前の予想」を記入させ、見
通しをもたせる。 Wシート

なぜ幕府はさまざ
まな改革を行った
のだろうか。

5節の問い

江戸時代中期から後期にかけ
て、どのような出来事が多く
なってきたのだろうか。

「節の問い」について、学んで
みたいことや、疑問に思った
ことを自分の言葉で表そう。

米の値段が大きく上下した理由を予想しよう。また、享保
の改革を行った人物は誰か調べよう。

年貢の量と米の値段の変動について、読み取れることをま
とめよう。

　　　徳川吉宗はどのような改革を行ったのだろうか。
学習課題

　 p.1463

　 p.158

学習を
振り返ろう

44 章章  近近世世（p.105 ～ 157）（p.105 ～ 157）

武武家家政政権権のの展展開開とと世世界界のの動動きき

学習事項の確認

・
南
蛮
文
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教
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活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際世
紀
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
  織田信長の台頭（楽市・楽座）
 73 室町幕府の滅亡

 90 豊臣秀吉が全国統一
 　 　  （検地・刀狩）
  文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
 03 徳川家康による江戸幕府の成立
  �摩藩が琉球を征服
  　 （武家諸法度）
  幕藩体制の確立
 37 島原・天草一揆 ～ 38
  　 （キリスト教禁止）
 69 シャクシャインの戦い
  徳川綱吉による政治
  　　（文治政治）
  五街道・航路の整備
 1716 徳川吉宗による享保の改革
  　  （倹約）（公事方御定書）
  商品作物の生産（綿花・紅花など）
  　　　 幕府や藩も生産を支援
  手工業から問屋制家内工業へ
  貨幣経済の広まり
  田沼意次の政治（商業重視）
 82 天明の飢きん ～87
  百姓一揆・打ちこわし
 87 松平定信による寛政の改革
  　 （農業重視）（倹約）
 1825 異国船打払令
 33 天保の飢きん ～39
 37 大塩平八郎の乱
 41 天保の改革
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発
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・
寺
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・
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国

室
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安
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桃
山

江
戸

朝鮮通信使

A

B

C D

E F

１）時代の特色を考えるにあたって、次の作業を行って、
あなたの年表を完成させよう。
❶�政

せい

治
じ

や国
こく

際
さい

関係の変化で重要であると考える出来事
に赤いマーカーを、生活や社会の様子について重要
と考えた出来事には黄色いマーカーをつけよう。

❷�「章の問い」に対する考えをまとめるうえで、大切
だと考える出来事を書き足したり、関係のある出来
事どうしを矢印で結んだりしよう。

２）地図中の あ ～
か の空

くう

欄
らん

に入
るものを、年表
内の下線 A～F
から選ぼう。

か

え

い あ
北京
ペ キン

寧波
ニンポー

那覇
な　は

京都
江戸
え　ど

大阪

う

お

� ����km

全国を統
とう

一
いつ

する政
せい

権
けん

の誕
たん

生
じょう

によって、社会はどのように変化したのだろうか。
4章の問い

ワークシートなど

　ヨーロッパの国々による世界進出は、各地の生
活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

　全国統一が進むなかで、社会はどのように変化
したのだろうか。

　江戸幕府はどのようにして全国を支配したのだ
ろうか。

　なぜ江戸時代に産業や経済が発達したのだろう
か。

　なぜ幕府はさまざまな改革を行ったのだろう
か。

1節
p.106~113

2節
p.116~123

3節
p.124~131

4節
p.136~145

5節
p.146~153

節の振り返り
　それぞれの節の学習を振

ふ

り返って、「節の問い」に対
するあなたの考えをまとめよう。

思考・判断・表現

節の問い

知識
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徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

はどのような改
かい

革
かく

を行ったのだろうか。
学習課題

5

10

15

　　　　　　　　幕
ばく

府
ふ

の財
ざい

政
せい

は、金銀の産出量の減
げん

少
しょう

や江
え

戸
ど

で起

こった大火事、富
ふ

士
じ

山
さん

の噴
ふん

火
か

などにより、元
げん

禄
ろく

期を
境
さかい

に悪化していきました。1716（享
きょう

保
ほう

元）年に８代将
しょう

軍
ぐん

となった徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

は、幕府の財政の立て直しに取り組み、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

を掲
かか

げて支
し

出
しゅつ

を抑
おさ

えました。収
しゅう

入
にゅう

の中心である年
ねん

貢
ぐ

米を増
ふ

やすため、新田開発 

を進めて豊
ほう

作
さく

や不作に関係なく一定の年貢を取り立てたうえ、一時

は参
さん

勤
きん

交代を短
たん

縮
しゅく

する代わりに大名に米を献
けん

上
じょう

させました（上
あげ

米
まい

の制
せい

）。

　こうした吉宗の政
せい

策
さく

は、享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

とよばれ、この改革で幕府の
収入は増えました。しかし、年貢に頼

たよ

る従
じゅう

来
らい

の政策を、より厳
げん

密
みつ

に
行うことに重点が置かれていたため、商業の発達による新しい時代

には対
たい

応
おう

しきれず、米の値
ね

段
だん

は安定しませんでした。さらに飢
き

きん
も重なったことから、打ちこわしが起きました。

　一方、吉宗は政治面の改革にも取り組みました。裁
さい

判
ばん

の件
けん

数
すう

が増

えたことから、それまでの法を整理し、裁判や刑
けい

の基
き

準
じゅん

を定めた公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

を制
せい

定
てい

しました。また、庶
しょ

民
みん

の意見を取り入れる目安箱

を設置し、大
おお

岡
おか

忠
ただ

相
すけ

など有
ゆう

能
のう

な人材の登用も進めました。さらに、

天文学や医学など、日
にち

常
じょう

生活に役立つ学問（実学）を奨
しょう

励
れい

し、それま

徳川吉宗の
政治

4 p.144

2

p.138

p.125

1 3

p.148

史料

1

貨貨幣幣経経済済のの
広広まりまり1

←　堂
どう

島
じま

の米市
いち

場
ば

　1730年、吉
よし

宗
むね

は、米の取り引きを活発にする
ため、大阪の堂島米市場を公

こう
認
にん

しました。中央にいる人々は、取
り引きに熱中する人々に対し、水をまいて終了時

じ
刻
こく

を知らせてい
ます。〔『浪花名所図会』 大阪歴史博物館蔵〕

1

→　徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

（1684〜1751）〔和歌山市立博物館蔵〕2

↑
高
い

↑
多
い

安
い
↓

少
な
い
↓

〔岩崎勝『近世日本物価史の研究』ほか〕
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万石 
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きょうほう　　かいかく
享保の改革

（1716～45年）

（米価は米１石あたりの銀の重さ）
こく

もんめ

年貢の量

米価の
変動

↑　幕
ばく

領
りょう

から幕
ばく

府
ふ

へ納
おさ

められた年
ねん

貢
ぐ

の量
と米の値

ね

段
だん

（米
べい

価
か

）の変動
3

綿花（地）　貨幣（公）小学校 ⃝ 地理 ⃝ 公民 ⃝ 他教科との関連

米の値
ね

段
だん

が
安いと誰

だれ

が
困
こま

るのかな。

　商品の交
こう
換
かん
において、貨幣がその仲立ちをす

る経済のしくみを指します。中世以
い
降
こう
、物々交

換に代わって民
みん
衆
しゅう
にも広まり、近世で全

ぜん
国
こく
に浸

しん

透
とう
しました。

解説① 貨
か

幣
へい

経
けい

済
ざい

↑　現
げん

在
ざい

も残る富
ふ

士
じ

山
さん

の宝
ほう

永
えい

火
か

口
こう

　1707（宝
永４）年、大地

じ
震
しん

から間もなくして富士山は大
噴
ふん

火
か

し、火山灰
ばい

は江
え

戸
ど

まで届
とど

きました。厳
きび

しい
財
ざい

政
せい

状
じょう

況
きょう

であった幕
ばく

府
ふ

は、全国の村から均
きん

等
とう

に
復
ふっ

興
こう

資
し

金
きん

を調達しました。

4

世界
遺産

宝永火口

社会の変化と幕府の対策5第 節 なぜ幕
ばく

府
ふ

はさまざまな改
かい

革
かく

を行ったのだろうか。
5節の問い
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A.D.
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※授業で扱う資料や発問の数は
　実態に合わせて調整してください。

デジタル教科書・教材のみ（掲載）
デジタルコンテンツ

Wシート  Web サポート「見通し・振り返りシート」
Wプリント Web サポート「授業プリント」

解決のために、何が分かればよいか、どのようなことを調
べればよいかなど、見通しを立てよう。
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187

展

　
　
　
　
　
　
開

３.　徳川吉宗の財政
改革と政治改革の政
策を理解し、それぞ
れの改革の特色につ
いて考える。

⑴財政改革

⑵政治改革

〇徳川吉宗が行った財政改革と政治
改革の特色をまとめさせる。Wプリント
◆吉宗の財政改革は、幕府の収入の
中心である年貢米を増やすことに重
点が置かれていたことを理解させる。
◆米の生産量が増えると、米の値段
は下がる傾向にあることに気づかせ
る。
◆吉宗の政治改革では、公事方御定
書の制定、目安箱の設置、有能な人
材の登用、実学の奨励、洋書の一部
解禁など、従来のしきたりにとらわ
れない新しい制度を取り入れたこと
に気づかせる。
〇本文から、公事方御定書は、それ
までの法を整理し、裁判や刑の基準
を示したことを理解させると共に、
制定の背景も読み取らせる。
◆洋書輸入の解禁が、後の蘭学の発
展を促したことを補足する。

４.　商品作物の栽培
が盛んになったこと
を理解し、問屋制家
内工業の発達が農村
に与えた影響につい
て考える。

○67から、商人と結びついた農民
が問屋制家内工業を行っていたこと
を読み取らせる。Wプリント
◆生産者の農家が、幕府や藩の支援
を受けて商品作物の栽培から加工ま
で行っていたことに気づかせる。

◆商品作物の栽培と問屋制家内工業
の発達により、農村の貧富の差が拡
大し、貧しい農民の土地を集めて地
主になる者が現れる一方、土地を
失って小作人になる者もいたことを
理解させる。

整

　
　
理

５.　本時のまとめと
して、学習課題を振
り返る。

〇「学習後の振り返り」を記入させ、
「学習前の予想」と比較させる。
Wシート

６.　学習課題をもと
に、「説明しよう」を
考える。

◆享保の改革や、商品作物の生産増
加、貨幣経済の広がり、農民の間の
格差から説明できたか確認する。
Wプリント

p.1476 　 p.1477 

徳川吉宗がどのような改革を行ったの
か、「財政面」と「政治面」から特色を
まとめてみよう。

農村ではどのようなことが行われていただろうか。

7のなかのア〜ウは、 資料活用 にあるA〜 Cのそれぞれ
どれにあたるだろうか。

商品作物の栽培と問屋制家内工業の発達は、農村にどのよ
うな影響を与えたのだろうか。

公事方御定書とは、どのよう
なものだろうか。

　　　について、「学習後の振り返り」を記入しよう。
学習課題

Wプリント

　　　　�吉宗の改革と商工業の発展は、社会にどのよう
な影響を与えたのか、説明しよう。説明しよう

p.1462

徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

はどのような改
かい

革
かく

を行ったのだろうか。
学習課題

5

10

15

　　　　　　　　幕
ばく

府
ふ

の財
ざい

政
せい

は、金銀の産出量の減
げん

少
しょう

や江
え

戸
ど

で起

こった大火事、富
ふ

士
じ

山
さん

の噴
ふん

火
か

などにより、元
げん

禄
ろく

期を
境
さかい

に悪化していきました。1716（享
きょう

保
ほう

元）年に８代将
しょう

軍
ぐん

となった徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

は、幕府の財政の立て直しに取り組み、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

を掲
かか

げて支
し

出
しゅつ

を抑
おさ

えました。収
しゅう

入
にゅう

の中心である年
ねん

貢
ぐ

米を増
ふ

やすため、新田開発 

を進めて豊
ほう

作
さく

や不作に関係なく一定の年貢を取り立てたうえ、一時

は参
さん

勤
きん

交代を短
たん

縮
しゅく

する代わりに大名に米を献
けん

上
じょう

させました（上
あげ

米
まい

の制
せい

）。

　こうした吉宗の政
せい

策
さく

は、享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

とよばれ、この改革で幕府の
収入は増えました。しかし、年貢に頼

たよ

る従
じゅう

来
らい

の政策を、より厳
げん

密
みつ

に
行うことに重点が置かれていたため、商業の発達による新しい時代

には対
たい

応
おう

しきれず、米の値
ね

段
だん

は安定しませんでした。さらに飢
き

きん
も重なったことから、打ちこわしが起きました。

　一方、吉宗は政治面の改革にも取り組みました。裁
さい

判
ばん

の件
けん

数
すう

が増

えたことから、それまでの法を整理し、裁判や刑
けい

の基
き

準
じゅん

を定めた公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

を制
せい

定
てい

しました。また、庶
しょ

民
みん

の意見を取り入れる目安箱

を設置し、大
おお

岡
おか

忠
ただ

相
すけ

など有
ゆう

能
のう

な人材の登用も進めました。さらに、

天文学や医学など、日
にち

常
じょう

生活に役立つ学問（実学）を奨
しょう

励
れい

し、それま

徳川吉宗の
政治
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よし

宗
むね

は、米の取り引きを活発にする
ため、大阪の堂島米市場を公

こう
認
にん

しました。中央にいる人々は、取
り引きに熱中する人々に対し、水をまいて終了時

じ
刻
こく

を知らせてい
ます。〔『浪花名所図会』 大阪歴史博物館蔵〕

1
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宗
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か
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段
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だれ

が
困
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るのかな。

　商品の交
こう
換
かん
において、貨幣がその仲立ちをす

る経済のしくみを指します。中世以
い
降
こう
、物々交

換に代わって民
みん
衆
しゅう
にも広まり、近世で全

ぜん
国
こく
に浸
しん

透
とう
しました。
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か

幣
へい

経
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済
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えい
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永４）年、大地

じ
震
しん

から間もなくして富士山は大
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ど
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資
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p.147
5

10

15

で禁
きん

止
し

していた漢文に翻
ほん

訳
やく

された洋書について、輸
ゆ

入
にゅう

の制
せい

限
げん

を緩
ゆる

め
ました。人々は、便利な製

せい

品
ひん

や必要な知
ち

識
しき

をすぐに取り入れ、それ
らを独

どく

自
じ

に改良していきました。

　　　　　　　　　18世
せい

紀
き

になると、各地で、綿
めん

花
か

や紅
べに

花
ばな

・藍
あい

な
どの特産物が、商

しょう

品
ひん

作
さく

物
もつ

として積極的につくられ
るようになり、幕府や藩

はん

もそれを支
し

援
えん

しました。商品作物の生産者

は、それらを買いつける商人（問
とい

屋
や

）と結びつき、問屋から原料や道

具などを借りて、家内で手工業による商品づくりを行うようになり
ました。これを問

とい
屋
や

制
せい

家
か

内
ない

工
こう

業
ぎょう

といいます。地方には、上
かみ

方
がた

などの
先進的な技

ぎ

術
じゅつ

も伝わり、紙や綿
めん

織
おり

物
もの

といったさまざまな商品が大量

に流通するようになりました。また、17世紀に絹
きぬ

織物や鎧
よろい

の素
そ

材
ざい

となるため輸入が多かった生
き

糸
いと

は、桐
きりゅ

生
う

（群馬県）や上
うえ

田
だ

（長野県）な
どで国産化が急速に進み、国内に流通し始めました。

　農村では、農具・干
ほし

鰯
か

・綿織物などを買ったり、作物を売ったり
して、貨

か

幣
へい

を使う機会が増え、商人との取り引きに成功して豊
ゆた

かに
なる農民も現

あらわ

れました。豊かな農民のなかには、貧
まず

しい農民の土地

を集めて地
じ

主
ぬし

になる者もいました。一方、土地を失った農民は、地

主から耕
こう

作
さく

地を借りて小
こ

作
さく

料を納
おさ

める小
こ

作
さく

人
にん

になったり、都市に出

稼
かせ

ぎに行ったりするようになり、農民の間に格
かく

差
さ

が生まれました。 

p.128

工業の発展と
変わる農村

5 6

p.139 解説②

p.135ウ

7 p.134A1

p.126

p.138

解説① p.135エ 吉
よし

宗
むね

が幕
ばく

府
ふ

の財
ざい

政
せい

立て直しのた
めに行った政

せい
策
さく

を、本文から書
き出そう。

吉宗の改
かい

革
かく

と商工業の発
はっ

展
てん

は、
社会にどのような影

えい
響
きょう

を与
あた

えた
のか、説明しよう。

確認しよう

説明しよう

1 享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

では、飢
き

きんに強い甘
かん

藷
しょ

（さ
つまいも）の栽

さい

培
ばい

が奨
しょう

励
れい

されました。また、
薬になる朝

ちょう

鮮
せん

人
にん

参
じん

の国産化（和人参）が進め
られ、全国で植物調

ちょう

査
さ

も行われました。

仮

20条
じょう

　�関所を通らずに山を越
こ

えたり、ひ
そかに関所を通ったりした者は、
その場ではりつけにする。

28条　�領
りょう

主
しゅ

に対して一
いっ

揆
き

を起こし、集
しゅう

団
だん

になって村から逃
に

げ出したときは、
指
し

導
どう

者は死
し

刑
けい

、名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）は主な
都市などから追放とする。

71条　�低い身分の武
ぶ

士
し

であっても、町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

から身分をわきまえていな
い悪口を言われてその者を切り殺
した場合、詳

くわ

しく調べた上でそれ
が事実ならば、無

む

罪
ざい

とする。
� 〔一部要約・抜粋〕

公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

●ア

●イ

●ウ

↑　問
とい

屋
や

制
せい

家
か

内
ない

工
こう

業
ぎょう

による綿
めん

織
おり

物
もの

の生産と商品の買いつけ〔『河内名所図会』 彩
色は八尾市立歴史民俗資料館〕
　　　　 　図　のなかのア〜ウは、下のＡ〜Cのどれにあたるだろうか。
Ａ　織

おり
物
もの

を買いに来た商人 　　B　商人と売
う

り渡
わた

しの商談をする農家の主人
C　部屋のなかで機

はた
を用いて織物を織

お
る女

7

資料活用 7

↑　紅
べに

餅
もち

をつくる作業　紅
べに

花
ばな

は、紅餅という
染
せん

料
りょう

の材料に加工されます。〔『紅花屛風』 ◯谷 長
谷川コレクション・山形県 山寺芭蕉記念館蔵〕

6
↑　紅

べに

餅
もち

〔山形大学附
属博物館蔵〕

5

　商品としてほかの地
ち
域
いき
へ販

はん
売
ばい
し、現

げん
金
きん
を得

え
るためにつく

られる農作物を商品作物といいます。多くは大阪に一度集
められ、江

え
戸
ど
などへ売られました。良い商品作物をつくる

ためには、干
ほし
鰯
か
などの肥

ひ
料
りょう
の購
こう
入
にゅう
が必要となりました。
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になって村から逃
に

げ出したときは、
指
し

導
どう

者は死
し

刑
けい

、名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）は主な
都市などから追放とする。

71条　�低い身分の武
ぶ

士
し

であっても、町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

から身分をわきまえていな
い悪口を言われてその者を切り殺
した場合、詳

くわ

しく調べた上でそれ
が事実ならば、無

む

罪
ざい

とする。
� 〔一部要約・抜粋〕

公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

●ア

●イ

●ウ

↑　問
とい

屋
や

制
せい

家
か

内
ない

工
こう

業
ぎょう

による綿
めん

織
おり

物
もの

の生産と商品の買いつけ〔『河内名所図会』 彩
色は八尾市立歴史民俗資料館〕
　　　　 　図　のなかのア〜ウは、下のＡ〜Cのどれにあたるだろうか。
Ａ　織

おり
物
もの

を買いに来た商人 　　B　商人と売
う

り渡
わた

しの商談をする農家の主人
C　部屋のなかで機

はた
を用いて織物を織

お
る女

7

資料活用 7

↑　紅
べに

餅
もち

をつくる作業　紅
べに

花
ばな

は、紅餅という
染
せん

料
りょう

の材料に加工されます。〔『紅花屛風』 ◯谷 長
谷川コレクション・山形県 山寺芭蕉記念館蔵〕

6
↑　紅

べに

餅
もち

〔山形大学附
属博物館蔵〕

5

　商品としてほかの地
ち
域
いき
へ販

はん
売
ばい
し、現

げん
金
きん
を得

え
るためにつく

られる農作物を商品作物といいます。多くは大阪に一度集
められ、江

え
戸
ど
などへ売られました。良い商品作物をつくる

ためには、干
ほし
鰯
か
などの肥

ひ
料
りょう
の購

こう
入
にゅう
が必要となりました。

解説② 商
しょう

品
ひん

作
さく

物
もつ

B.C.

A.D.
1
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3

4
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縄
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鎌

　

倉

南
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朝
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町

戦

　

国

江

　

戸

明
治
大正

昭
和

平成
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B.C.
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南
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朝
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町

戦

　

国

江
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明
治
大正

昭
和

平成

安土
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学習課題の解答例は解 p.146も参照。

学習プリント

歴史「貨幣経済の広まり」
年　　　組　　　番

名前

1．徳川吉宗の政治
⑴　資料Ⅰから、享保の改革の時期の年貢の量と米価の変動についていえる
ことをまとめてみよう。

　

⑵　次の❶〜❼に当てはまる語句を記入し、吉宗が取り組んだ財政改革と政治改革の政策をまとめ、そ
れぞれの特色を考えてみよう。

　

2．工業の発展と変わる農村
⑴　資料Ⅱは、江戸時代のある農家の様子を描いたものです。このころ、農
村ではどのようなことが行われていたか読み取ってみよう。

　

⑵　資料Ⅲと資料Ⅳの共通点を考えてみよう。
　

1700 20 40 60年

万石 
180

160

140

120

100

0

匁
150

120

90

60

30

0

↑
高
い

↑
多
い

安
い
↓

少
な
い
↓

きょうほう　　かいかく
享保の改革

（1716～45年）

（米価は米１石あたりの銀の重さ）
こく

ねん ぐ

もんめ

年貢の量

米価の変動

資料Ⅰ　幕領から幕府へ納められた
　　　　年貢の量と米の値段の変動

年貢の量 米価の変動

（例）　�年によって増減しなが
らも、全体としては増
えている。

（例）　�改革のはじめ大きく値下がりし、
その後は上下を繰り返し安定し
なかった。

財
政
改
革

・【❶ 質素 ･倹約 】を掲げて支出を抑えた。

・年貢米を増やすため【❷ 新田開発 】を進めた。

・豊作や不作に関係なく一定の【❸ 年貢 】を取り立てた。

・大名の【❹ 参勤交代 】を軽減する代わりに米を献上させた。

政
治
改
革

・裁判や刑の基準を定めた【❺ 公事方御定書 】を制定した。

・【❻ 目安箱 】を設置し、有能な人材を登用した。

・天文学や医学など、日常に役立つ学問（実学）を奨励した。

・【❼ 洋書 】の輸入を一部許可した。

財政改革の特色
（例）　�年貢米を増や

すことに重点が
置かれていた。

政治改革の特色
（例）　�従来の制度に

とらわれず、
　　　�新しい制度を

取り入れた。

資料Ⅱ

（例）　�一部の農家では、商人と結び付き、問屋から原料や道具を借り
て家内で手工業を行う問屋制家内工業が行われていた。

資料Ⅳ資料Ⅲ

（例）　�資料Ⅲは紅花、資料Ⅳは藍の加工の
場面で、どちらも商品作物を染料に
加工している。

本時のまとめ ◆　農村がどのように変化したか、「商品作物」「貨幣」の言葉を使って説明してみ
よう。

（例）　農村で商品作物の生産から商品作りまで行う問屋制家内工業が広がると、農村でも貨幣を使う
� 機会が増えた。商人との取り引きに成功して地主など豊かになる農民が現れる一方、土地を失っ
� て小作人になる者も生まれ、農民の間に格差が生まれた。
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単
た ん

元
げ ん

と問
と

いの構
こ う

成
せ い

PDF

章
しょう

・節
せつ

の目
もく

標
ひょう

や、三
さん

観
かん

点
てん

別
べつ

の評
ひょう

価
か

規
き

準
じゅん

の
具
ぐ

体
たい

例
れい

、章
しょう

・節
せつ

・見
み

開
ひら

きの問
と

いとその構
こう

造
ぞう

図
ず

を掲
けい

載
さい

しています。デジタル教
きょう

科
か

書
しょ

では、「指
し

導
どう

書
しょ
（指

し
導
どう

・評
ひょう

価
か

編
へん

）」と同
どう

様
よう

の
紙
し

面
めん

をすぐに閲
えつ

覧
らん

できます。

単元と問いの構成

172

目標 ⑴ 身分制の下で、人々はそれぞれの身分の
なかで職分を果たしたこと、農村が幕府
や藩の経済を支えていたことなどを理解
できる。
⑵ 農林水産業や手工業、商業などの産業や
経済の発達に、河川・海上交通、街道の
整備が果たした役割について考察できる。

⑶ 藩校や寺子屋などの普及に着目して、
人々の教育への関心の高まりに気づくと
ともに、学問・芸術・芸能などの地域的
な広まりに着目して、文化の社会的な基
盤が拡大したことを理解できる。

⑷ 近世の文化について、大阪・京都・江戸
などの都市を舞台に、経済力を高めた町
人を担い手とする文化が形成されたこと
などを理解できる。

天下泰平の世の中
教科書、教科書解説編　p.134～145
� 関連ページ�本書　p.174～183
� 見通し・振り返りシート　4章 4節

4章 4節

江戸時代を眺めてみよう
（17～18世紀ごろのある場面）

次の場面は、ア〜カのどれに当たるか、（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

D E F

　私
わたし

たちは、江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは、西日本の、ある街

かい

道
どう

沿
ぞ

いの農
村です。百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりがうかがえる一方で、街
道にはさまざまな人々が行

い

き交
か

っています。

次の場面を探してみよう！
さが

■ア

■イ

■ウ

■オ

■エ

■カ

8
安土桃山時代 p.114〜115

明治時代 p.184〜185

　安
あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代から江

え
戸
ど
時代に

移
うつ
り変わって、どのような点が変

化しているでしょうか。また、なぜそのよう
に変化したのでしょうか。例えば以下の点な
どに注目し、周りの人と話し合ってみましょう。
・街
かい
道
どう
を歩く人々の服

ふく
装
そう
や持ち物

・場面■アのように人々が使う農具

見方・
考え方
!

対話

街
かい

道
どう

が整
せい

備
び

されて、現
げん

在
ざい

でも見られる
まち並

な

みができているね。街道を歩く
人々はどんな仕事をしているんだろう。

①　江
え

戸
ど

から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一行が、街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②　百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を、俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③　さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って、稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④　海岸の近くに、綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤　百姓がお金を払

はら

って、新しい�くわ�を買っています。� (　　)
⑥　旅人が手にした案内書を見せて、道を聞いています。�(　　)

①→p.125、140　②→p.136　③→p.138　④→p.139、147　⑤→p.138、147　⑥→p.152ヒントヒント
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江戸時代を眺めてみよう
（17～18世紀ごろのある場面）

次の場面は、ア〜カのどれに当たるか、（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

D E F

　私
わたし

たちは、江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは、西日本の、ある街

かい

道
どう

沿
ぞ

いの農
村です。百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりがうかがえる一方で、街
道にはさまざまな人々が行

い

き交
か

っています。

次の場面を探してみよう！
さが

■ア

■イ

■ウ

■オ

■エ

■カ

8
安土桃山時代 p.114〜115

明治時代 p.184〜185

　安
あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代から江

え
戸
ど
時代に

移
うつ
り変わって、どのような点が変

化しているでしょうか。また、なぜそのよう
に変化したのでしょうか。例えば以下の点な
どに注目し、周りの人と話し合ってみましょう。
・街
かい
道
どう
を歩く人々の服

ふく
装
そう
や持ち物

・場面■アのように人々が使う農具

見方・
考え方
!

対話

街
かい

道
どう

が整
せい

備
び

されて、現
げん

在
ざい

でも見られる
まち並

な

みができているね。街道を歩く
人々はどんな仕事をしているんだろう。

①　江
え

戸
ど

から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一行が、街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②　百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を、俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③　さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って、稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④　海岸の近くに、綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤　百姓がお金を払

はら

って、新しい�くわ�を買っています。� (　　)
⑥　旅人が手にした案内書を見せて、道を聞いています。�(　　)

①→p.125、140　②→p.136　③→p.138　④→p.139、147　⑤→p.138、147　⑥→p.152ヒントヒント
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▲教 p.134~135「タイムトラベル⑧�江戸時代を眺めてみよう」
　４章４節では武士や百姓・町人といった身分制が固まっていき、世の中が安定し
たこと、交通網の整備を背景に産業や経済が発達したことなどを学習する。タイム
トラベルのなかからこれらに関わる事項を見つけさせ、理解を深めたい。

章・節の学習の見通し

4章
の問い

全国を統一する政権の誕
生によって、社会はどの
ように変化したのだろう
か。

1節
の問い

ヨーロッパの国々による
世界進出は、各地の生活
や文化にどのような影響
を与えたのだろうか。

2節
の問い

全国統一が進むなかで、
社会はどのように変化し
たのだろうか。

3節
の問い

江戸幕府はどのようにし
て全国を支配したのだろ
うか。

4節
の問い

なぜ江戸時代に産業や�
経済が発達したのだろう
か。

5節
の問い

なぜ幕府はさまざまな�
改革を行ったのだろうか。

p.136～137

身分制の下での
暮らし

江戸時代の身分制とは、どのようなしくみ
なのだろうか。 Wシート

朱子学の考え方について説明している箇所を、本文から書き出そう。

社会の安定化を図るため、江戸時代初めにどのような政策が行われたのか、
説明しよう。Wプリント

p.138～139

安定する社会と
諸産業の発達

江戸時代の国内産業は、どのように発達し
ていったのだろうか。 Wシート

幕府・大名や農民が米の生産量を増やすために行ったことを、それぞれ本
文から書き出そう。
国内産業の発達が社会に与えた影響はどのようなものだったか、説明しよ
う。Wプリント

p.140～141

各地を結ぶ
陸の道・海の道

交通網の整備は、産業や経済の発達にどの
ような影響を与えたのだろうか。 Wシート

江戸時代の主な街道を五つ、主な航路を三つ、本文や図■3から書き出そう。

大阪が商業の中心として発達した理由を、交通網の整備に触れて説明しよ
う。Wプリント

p.144～145

上方で栄えた
町人の元禄文化

江戸時代前半には、どのような特色をもっ
た文化が展開したのだろうか。 Wシート

この時期に庶民が親しんだものを、本文から二つ以上書き出そう。

なぜ上方の町人が文化の担い手となったのか、その理由を説明しよう。
Wプリント

1

2

3

4

毎時の学習の見通し　 学習課題

※ Wシート  Web サポート「見通し・振り返りシート」
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評価規準の具体例

知識・技能
・ 身分制と農村の様子、産業や交通の発達、文化の広がりをもとに、町人文化が都市を中心に形成されたことや、
各地方の生活文化が生まれたことを理解しているとともに、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効果的
に調べ、まとめている。

思考・判断・表現
・ 産業の発達と文化の担い手の変化に着目し、都市を中心とした経済が形成されていくなかで、日本の文化の空
間的な広がりが生み出され、それを背景として各地方の生活文化が生まれたことや、生産技術の向上や交通の
整備と町人文化の特徴などを、事象を相互に関連づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

・ 身分制と農村の様子、産業や交通の発達、元禄文化について、「章の問い」と関連づけながら「なぜ江戸時代に産
業や経済が発達したのだろうか」という「節の問い」を主体的に追究しようとしている。

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

章・節の振り返り

▼教 p.158~160学習を
振り返ろう

4 章 近世（p.105 ～ 157）

武家政権の展開と世界の動き

学習事項の確認

・
南
蛮
文
化（
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
、
活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際世
紀
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
織田信長の台頭（楽市・楽座）

 73 室町幕府の滅亡

 90 豊臣秀吉が全国統一
� 　�　��（検地・刀狩）
� �文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
03 徳川家康による江戸幕府の成立

� ��摩藩が琉球を征服
� �　�（武家諸法度）
� �幕藩体制の確立
37 島原・天草一揆�～ 38

  　 （キリスト教禁止）
69 シャクシャインの戦い

� �徳川綱吉による政治
� �　　（文治政治）
� �五街道・航路の整備
1716 徳川吉宗による享保の改革
� �　��（倹約）（公事方御定書）
� �商品作物の生産（綿花・紅花など）
� �　　　�幕府や藩も生産を支援
� �手工業から問屋制家内工業へ
� �貨幣経済の広まり
� �田沼意次の政治（商業重視）
82�天明の飢きん�～87

� �百姓一揆・打ちこわし
87 松平定信による寛政の改革

� �　�（農業重視）（倹約）
1825�異国船打払令
 33�天保の飢きん�～36
37�大塩平八郎の乱

 41 天保の改革
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戦
国
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江
戸

朝鮮通信使

A

B

C D

E F

１）時代の特色を考えるにあたって、次の作業を行って、
あなたの年表を完成させよう。
❶�政

せい

治
じ

や国
こく

際
さい

関係の変化で重要であると考える出来事
に赤いマーカーを、生活や社会の様子について重要
と考えた出来事には黄色いマーカーをつけよう。
❷�「章の問い」に対する考えをまとめるうえで、大切
だと考える出来事を書き足したり、関係のある出来
事どうしを矢印で結んだりしよう。

２）地図中の あ ～
か の空

くう

欄
らん

に入
るものを、年表
内の下線 A～F
から選ぼう。

か

え

い あ
北京
ペ キン

寧波
ニンポー

那覇
な　は

京都
江戸
え　ど

大阪

う

お

� ����km

全国を統
とう

一
いつ

する政
せい

権
けん

の誕
たん

生
じょう

によって、社会はどのように変化したのだろうか。
4章の問い

ワークシートなど

ここに
QRコード
が入ります

　ヨーロッパの国々による世界進出は、各地の生
活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

全国統一が進むなかで、社会はどのように変化
したのだろうか。

江戸幕府はどのようにして全国を支配したのだ
ろうか。

　なぜ江戸時代に産業や経済が発達したのだろう
か。

　なぜ幕府はさまざまな改革を行ったのだろう
か。

1節
p.106~113

2節
p.116~123

3節
p.124~131

4節
p.136~145

5節
p.146~153

節の振り返り
　それぞれの節の学習を振

ふ

り返って、「節の問い」に対
するあなたの考えをまとめよう。

思考・判断・表現

節の問い

知識
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学習を
振り返ろう

4 章 近世（p.105 ～ 157）

武家政権の展開と世界の動き

学習事項の確認

・
南
蛮
文
化（
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
、
活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際世
紀
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
織田信長の台頭（楽市・楽座）

 73 室町幕府の滅亡

 90 豊臣秀吉が全国統一
� 　�　��（検地・刀狩）
� �文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
03 徳川家康による江戸幕府の成立

� ��摩藩が琉球を征服
� �　�（武家諸法度）
� �幕藩体制の確立
37 島原・天草一揆�～ 38

  　 （キリスト教禁止）
69 シャクシャインの戦い

� �徳川綱吉による政治
� �　　（文治政治）
� �五街道・航路の整備
1716 徳川吉宗による享保の改革
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� �貨幣経済の広まり
� �田沼意次の政治（商業重視）
82�天明の飢きん�～87

� �百姓一揆・打ちこわし
87 松平定信による寛政の改革

� �　�（農業重視）（倹約）
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 33�天保の飢きん�～36
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１）時代の特色を考えるにあたって、次の作業を行って、
あなたの年表を完成させよう。
❶�政

せい

治
じ
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こく

際
さい

関係の変化で重要であると考える出来事
に赤いマーカーを、生活や社会の様子について重要
と考えた出来事には黄色いマーカーをつけよう。

❷�「章の問い」に対する考えをまとめるうえで、大切
だと考える出来事を書き足したり、関係のある出来
事どうしを矢印で結んだりしよう。

２）地図中の あ ～
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るものを、年表
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によって、社会はどのように変化したのだろうか。
4章の問い

ワークシートなど

ここに
QRコード
が入ります

　ヨーロッパの国々による世界進出は、各地の生
活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

全国統一が進むなかで、社会はどのように変化
したのだろうか。

江戸幕府はどのようにして全国を支配したのだ
ろうか。

　なぜ江戸時代に産業や経済が発達したのだろう
か。

　なぜ幕府はさまざまな改革を行ったのだろう
か。

1節
p.106~113
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p.116~123

3節
p.124~131

4節
p.136~145

5節
p.146~153

節の振り返り
　それぞれの節の学習を振
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158

07中歴_158-160-学習を振り返ろう.indd   158 2023/03/24   20:34

タイムトラベルを活用した振り返りから、「章の問い」に対するあなたの考えをまとめよう章の振り返り

❶で見つけたことや左の年表にマークしたこと、統
一政権の誕生による社会の変化を考えるにあたって重
要だと感じたことについて、あなたの考えを整理しよ
う。例えば右のように、それぞれの事

じ

項
こう

がどのように
関連するのかを整理して考えよう。

　グループになり、整理したなかから特に大きな変化だ
と感じたこととその理由を発表し、意見交

こう

換
かん

をしよう。
発表にあたっては、「節の振り返り」を参考にして、

そのことの背景や原
げん

因
いん

、結果や影
えい

響
きょう

も踏まえよう。

　グループでの話し合いで気づいたことを踏まえ、「章
の問い」に対するあなたの考えをまとめよう。

❶�タイムトラベルを活用して振
ふ

り返ろう。

❷�ほかの人と話し合って「章の問い」を考察しよう。 対話

商品作物

人口増加

新田開発
近世で変化したこと

　タイムトラベル「⑦安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代」「⑧江
え

戸
ど

時
代」を見

み

比
くら

べて、大きく変化したことや、重要
だと感じたことを見つけよう。また、なぜそう
考えたのか、根

こん

拠
きょ

も踏
ふ

まえて説明しよう。
　タイムトラベルを見比べる際

さい

は、キーワード
を設

せっ

定
てい

し、見方・考え方を働かせよう。

p.114～115タイムトラベル❼安土桃山時代
� �

CBA

3

1

2

次の場面を探してみよう！さが

7

ヒント

D E F

■�
■�

���
���
!

対話

p.134～135タイムトラベル❽江戸時代
� �

CBA

3

1

2

次の場面を探してみよう！さが

8

ヒント

D E F

■�

���
���
!

対話

思考・判断・表現

重要だと感じたこと

「章の問い」に対するあなたの考え

例えば
農具や農作物の違

ちが

いに着目しよう比較
「⑦安土桃山時代」と「⑧江戸時代」の絵
を見比べて、百

ひゃく

姓
しょう

たちが使っている農具や、
育てている農作物はどのような違いがある
だろうか。

武器をもつ人々が変化した
背
はい

景
けい

に着目しよう相互の関連

p.90～91の「⑥室
むろ

町
まち

時代」や、「⑦安土桃
山時代」、「⑧江戸時代」で、武

ぶ

器
き

をもって
いる人々が変化していることは、統一政権
の誕

たん

生
じょう

とどのように関連しているだろうか。

������
�����������

例えば「統
とう

一
いつ

政
せい

権
けん

」を
キーワードにすると、
こんなことに気がつくね。

����� ���
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近世の学習から、現
げん

在
ざい

の社会と共通していると感じたことは何か、また、
大きく異

こと

なっていると感じたことは何か、右の視
し

点
てん

を参考に話し合ってみ
よう。その際

さい

、タイムトラベルも改めて見返してみよう。

　コラム「未来に向けて」や本文、タイムトラベルなどから、
地球的な諸

しょ

課題と関連していると感じたものを探
さが

し、SDGs の
17の目標のうちどの目標とつながっているのか、ほかの人と話
し合ってみよう。

江
え

戸
ど

時代には、資
し

源
げん

を大
切に使

つか

う習
しゅう

慣
かん

が根づいて
いたね。教科書ではどの
ような取り組みが紹

しょう

介
かい

さ
れていたかな。

つながりを考えよう現在との
・特産物の生産
・ひな祭りや端

たん

午
ご

の節
せっ

句
く

などの行事
・印刷物の普

ふ

及
きゅう

など

視点

つながりを考えようSDGsとの

近世は、� ［の］時代である。

なぜなら、�

［だ］からである。

近世の特色

❸ 時代の特色を考察しよう。 思考・判断・表現

❶これまでの考察を踏
ふ

まえて、近
きん

世
せい

はどのような時代だったかを、あなたの言葉でまとめよう。

❷上でまとめたあなたの考えを、タイムトラベルを活用して、発表しよう。

「これからの社会を構想しよう」（→p.307）への準備 対話

振
り
返
り

●章の問い：学習を通して考えをまとめることが
□よくできた　　□できた　　□あまりできなかった

●時代の特色をまとめるうえで有
ゆう
効
こう
だった「見方・考え方」

□時期や年代　　□推移　　□比較　　□相互の関連
●「学習する時代の見通し」から考えが深まったこと

●章の学習を通して感じたこと・さらに深めたいと思ったこと

章のはじめにあなたが立てた予想から、あなたの、この時代に対する考えはどのように深まっただろうか。
章の学習を通じて感じたことや、さらに深めたいと思ったことを、下の「振

ふ

り返り」に書いてみよう。

●「学習する時代の�通し」（→p.105）に戻ってみよう 主体的な学び

章
の
重
要
語

□香辛料（p.108）
□植民地（p.111）
□太閤（p.117）
□百姓（p.118）
□旗本と御家人（p.125）
□オランダ風説書（p.129）
□朝鮮通信使（p.129）

□蝦夷地（p.131）
□五街道（p.140）
□浮世絵（p.145）
□貨幣経済（p.146）
□商品作物（p.147）
□打ちこわし (p.148)

●節や章の問い、時代の特色をまとめる際
さい
に使用した

用語に　をつけよう。
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p.136～137

身分制の下での
暮らし

江戸時代の身分制とは、どのようなしくみ
なのだろうか。 Wシート

朱子学の考え方について説明している箇所を、本文から書き出そう。

社会の安定化を図るため、江戸時代初めにどのような政策が行われたのか、
説明しよう。Wプリント

p.138～139

安定する社会と
諸産業の発達

江戸時代の国内産業は、どのように発達し
ていったのだろうか。 Wシート

幕府・大名や農民が米の生産量を増やすために行ったことを、それぞれ本
文から書き出そう。
国内産業の発達が社会に与えた影響はどのようなものだったか、説明しよ
う。Wプリント

p.140～141

各地を結ぶ
陸の道・海の道

交通網の整備は、産業や経済の発達にどの
ような影響を与えたのだろうか。 Wシート

江戸時代の主な街道を五つ、主な航路を三つ、本文や図■3から書き出そう。

大阪が商業の中心として発達した理由を、交通網の整備に触れて説明しよ
う。Wプリント

p.144～145

上方で栄えた
町人の元禄文化

江戸時代前半には、どのような特色をもっ
た文化が展開したのだろうか。 Wシート

この時期に庶民が親しんだものを、本文から二つ以上書き出そう。

なぜ上方の町人が文化の担い手となったのか、その理由を説明しよう。
Wプリント

1

2

3

4

毎時の学習の振り返り　 学習課題 　 確認しよう 　 説明しよう

※Wプリント Web サポート「授業プリント」
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デジタル版
ば ん

見
み

通
と お

し・振
ふ

り返
か え

りシート スプレッドシート

節
せつ

ごとに見
み

通
とお

しを立
た

て、毎
まい

時
じ

間
かん

の見
み

通
とお

し・振
ふ

り返
かえ

りを記
き

録
ろく

し、最
さい

後
ご

に節
せつ

の振
ふ

り返
かえ

りができます。
デジタル教

きょう
科
か

書
しょ

では、「見
み

通
とお

し・振
ふ

り返
かえ

りシート」を
Google Workspaceで運

うん
用
よう

し、生
せい

徒
と

の回
かい

答
とう

を自
じ

動
どう

集
しゅう

計
けい

す
ることができます。また、回

かい
答
とう

内
ない

にキーワードが含
ふく

まれて
いるかどうかを確

かく
認
にん

できる機
き

能
のう

も搭
とう

載
さい

しています。この機
き

能
のう

により、例
たと

えば、A評
ひょう

価
か

に欠
か

かせないキーワードが回
かい

答
とう

内
ない

に入
はい

っているかどうか、一
いち

覧
らん

で確
かく

認
にん

できます。

授
じ ゅ

業
ぎょう

展
て ん

開
か い

案
あ ん

授
じ ゅ

業
ぎょう
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